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(57)【要約】
【課題】スイッチをオフからオンに切替えた直後におい
て突入電流が電線を流れることを許容しつつ、過電流に
よる電線の著しい性能劣化を確実に防止することができ
る給電制御装置を提供する。
【解決手段】給電制御装置１０では、電流出力部２８は
、電流値が、電線１１を流れる電流値の上昇と共に上昇
する電流を出力し、この電流は抵抗回路３１を流れる。
抵抗回路３１では、第１抵抗Ｒ１に、第２抵抗Ｒ２及び
キャパシタＣ１の直列回路が並列に接続されている。抵
抗回路３１の両端間の電圧値が基準電圧値Ｖｒ以上とな
った場合、切替え部２１はスイッチ２０をオフに切替え
、報知部２７は、基準電圧値Ｖｒよりも高い電圧を、抵
抗回路３１の両端間に印加する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電線の中途に設けられたスイッチをオン又はオフに切替える切替え部を備え、該切替え
部が行う切替えによって前記電線を介した給電を制御する給電制御装置において、
　電流値が該電線を流れる電流値の上昇と共に上昇する電流を出力する電流出力部と、
　該電流出力部が出力した電流が流れる抵抗回路と、
　該抵抗回路の両端間の両端電圧値が所定電圧値以上となった場合に、電圧値が該所定電
圧値よりも高い電圧を前記抵抗回路の両端間に印加する電圧印加部と
　を備え、
　前記抵抗回路は、
　第１抵抗と、
　該第１抵抗に並列に接続される第２抵抗及びキャパシタの直列回路と
　を有し、
　前記切替え部は、前記両端電圧値が前記所定電圧値以上となった場合に前記スイッチを
オフに切替えること
　を特徴とする給電制御装置。
【請求項２】
　前記切替え部は、前記電圧印加部が電圧の印加を停止してから所定時間が経過するまで
、前記スイッチのオフを維持すること
　を特徴とする請求項１に記載の給電制御装置。
【請求項３】
　前記切替え部は、前記電圧印加部が電圧の印加を停止してから、前記両端電圧値が、前
記所定電圧値未満である第２の所定電圧値未満となるまで、前記スイッチのオフを維持す
ること
　を特徴とする請求項１に記載の給電制御装置。
【請求項４】
　前記スイッチのオン又はオフへの切替えを指示する切替え信号が入力される入力部を備
え、
　前記切替え部は、該入力部に入力された切替え信号の指示に従って、前記スイッチをオ
ン又はオフに切替え、
　前記切替え部は、前記両端電圧値が前記所定電圧値以上となった場合、前記切替え信号
の指示に無関係に前記スイッチをオフに切替え、
　前記電圧印加部は、前記切替え信号の指示がオンへの切替えからオフへの切替えに変更
された場合に前記電圧の印加を停止すること
　を特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の給電制御装置。
【請求項５】
　前記両端電圧値が前記所定電圧値よりも高い場合に前記給電の停止を示す報知信号を出
力する信号出力部を備えること
　を特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１つに記載の給電制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線の中途に設けられたスイッチをオン又はオフに切替えることによって該
電線を介した給電を制御する給電制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、車両には、バッテリから負荷への給電を制御する給電制御装置（例えば、特許文
献１を参照）が搭載されている。特許文献１に記載の給電制御装置では、バッテリ及び負
荷間を接続している電線の中途に設けられたスイッチをオン又はオフに切替えることによ
って、バッテリから負荷への給電を制御する。
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【０００３】
　更に、電線を流れる電流値が電流閾値以上である場合、スイッチをオフに切替える。こ
れにより、電線に電流閾値以上の電流が流れることはなく、過電流による電線の著しい性
能劣化が防止されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－５３７６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　抵抗値が電流の通流が開始される時点において非常に小さく、通流時間が長くなるにつ
れて上昇する負荷に給電する構成においては、スイッチをオフからオンに切替えた場合に
電線に一時的に大きな電流が流れる。この電流は、所謂、突入電流である。
【０００６】
　前述した電流閾値が突入電流の電流値以下の値に設定されている場合、スイッチはオン
になった直後にオフに戻されるので、負荷が作動することはない。負荷を作動させるため
には、電流閾値を、突入電流の電流値よりも大きい値に設定しておく必要がある。
【０００７】
　スイッチをオフからオンに切替えた時点では電線温度は低い。このため、電線に突入電
流が流れた場合であっても電線の性能が著しく劣化することはない。従って、スイッチを
オフからオンに切替えた直後において、電流閾値は突入電流の電流値を超えていてもよい
。
【０００８】
　しかしながら、突入電流が流れた後においては、電線に電流が一定期間以上流れ、電線
温度は一定温度を超えている。このため、突入電流が電線を流れた後においては、電流値
が突入電流の電流値と同じである電流が電線を流れた場合、電線の性能が著しく劣化する
可能性がある。従って、突入電流が電線を流れた後においては、電流閾値は、突入電流の
電流値以下の値に設定する必要がある。
【０００９】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、スイッチ
をオフからオンに切替えた直後において突入電流が電線を流れることを許容しつつ、過電
流による電線の著しい性能劣化を確実に防止することができる給電制御装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る給電制御装置は、電線の中途に設けられたスイッチをオン又はオフに切替
える切替え部を備え、該切替え部が行う切替えによって前記電線を介した給電を制御する
給電制御装置において、電流値が該電線を流れる電流値の上昇と共に上昇する電流を出力
する電流出力部と、該電流出力部が出力した電流が流れる抵抗回路と、該抵抗回路の両端
間の両端電圧値が所定電圧値以上となった場合に、電圧値が該所定電圧値よりも高い電圧
を前記抵抗回路の両端間に印加する電圧印加部とを備え、前記抵抗回路は、第１抵抗と、
該第１抵抗に並列に接続される第２抵抗及びキャパシタの直列回路とを有し、前記切替え
部は、前記両端電圧値が前記所定電圧値以上となった場合に前記スイッチをオフに切替え
ることを特徴とする。
【００１１】
　本発明にあっては、抵抗回路を流れる電流の電流値は、電線を流れる電流値の上昇と共
に上昇する。抵抗回路の両端間の両端電圧値が、所定電圧値未満である電圧値から、所定
電圧値以上となった場合、電線の中途に設けられたスイッチをオフに切替え、電線を介し
た給電を停止する。抵抗回路では、第１抵抗に、第２抵抗及びキャパシタの直列回路が並
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列に接続されている。
【００１２】
　抵抗回路の両端電圧値が所定電圧値である場合に電線を流れている電流値、即ち、電流
閾値は、キャパシタに蓄えられている電力に依存する。キャパシタに電力が蓄えられてい
ない場合、抵抗回路の抵抗値は、並列に接続された第１抵抗及び第２抵抗の合成抵抗値で
ある。そして、キャパシタに蓄えられている電力が上昇するにつれて、抵抗回路の抵抗値
は上昇する。抵抗回路の抵抗値の最大値は第１抵抗の抵抗値である。キャパシタに蓄えら
れている電力が小さい場合、抵抗回路の抵抗値が小さいため、所定電圧値を抵抗回路の抵
抗値で除算することによって算出される電流値は大きく、電流閾値も大きい。キャパシタ
に蓄えられている電力が大きい場合、抵抗回路の抵抗値が大きいため、所定電圧値を抵抗
回路の抵抗値で除算することによって算出される電流値は小さく、電流閾値も小さい。
【００１３】
　スイッチがオフからオンに切替わった場合、キャパシタに蓄えられている電力が小さく
、電流閾値は大きい。このため、スイッチをオフからオンに切替えた直後において突入電
流が電線を流れることが許容される。更に、突入電流が電線を流れた後においては、キャ
パシタに電力が蓄えられており、電流閾値は小さい。このため、過電流による電線の著し
い性能劣化が確実に防止される。
【００１４】
　抵抗回路の両端間の両端電圧値は、電線を流れる電流値の上昇と共に上昇する。このた
め、両端電圧値に基づいて、電線を流れる電流値に係る演算を行うことが可能である。更
に、両端電圧値が所定電圧値よりも高い場合、電流値が電流閾値以上である電流が電線に
流れて、スイッチがオフに切替えられていることを検知することが可能である。このよう
に、両端電圧値に基づいて、電線を流れる電流値に係る演算と、スイッチのオフの検知と
を行うことが可能である。
【００１５】
　本発明に係る給電制御装置は、前記切替え部は、前記電圧印加部が電圧の印加を停止し
てから所定時間が経過するまで、前記スイッチのオフを維持することを特徴とする。
【００１６】
　本発明にあっては、電圧値が所定電圧値よりも高い電圧の印加を停止した時点において
は、キャパシタに十分な電力が蓄えられているため、抵抗回路の両端間の両端電圧値が所
定電圧値以上である。電圧値が所定電圧値よりも高い電圧の印加を停止してから所定時間
が経過するまで、スイッチをオフに維持し、キャパシタが放電して両端電圧値が所定電圧
値未満となるまで待機する。これにより、電線を流れる電流値が電流閾値未満であるにも
関わらず、誤ってスイッチがオフに切替えられることはない。
【００１７】
　本発明に係る給電制御装置は、前記切替え部は、前記電圧印加部が電圧の印加を停止し
てから、前記両端電圧値が、前記所定電圧値未満である第２の所定電圧値未満となるまで
、前記スイッチのオフを維持することを特徴とする。
【００１８】
　本発明にあっては、電圧値が所定電圧値よりも高い電圧の印加を停止した時点において
は、キャパシタに十分な電力が蓄えられているため、抵抗回路の両端間の両端電圧値が所
定電圧値以上である。電圧値が所定電圧値よりも高い電圧の印加を停止してから、両端電
圧値が、所定電圧値未満である第２の所定電圧値未満となるまで、スイッチをオフに維持
する。これにより、電線を流れる電流値が電流閾値未満であるにも関わらず、誤ってスイ
ッチがオフに切替えられることはない。
【００１９】
　本発明に係る給電制御装置は、前記スイッチのオン又はオフへの切替えを指示する切替
え信号が入力される入力部を備え、前記切替え部は、該入力部に入力された切替え信号の
指示に従って、前記スイッチをオン又はオフに切替え、前記切替え部は、前記両端電圧値
が前記所定電圧値以上となった場合、前記切替え信号の指示に無関係に前記スイッチをオ
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フに切替え、前記電圧印加部は、前記切替え信号の指示がオンへの切替えからオフへの切
替えに変更された場合に前記電圧の印加を停止することを特徴とする。
【００２０】
　本発明にあっては、通常、入力部に入力された切替え信号に基づいてスイッチをオン又
はオフに切替える。抵抗回路の両端間の両端電圧値が、所定電圧値未満である電圧値から
、所定電圧値以上となった場合、入力部に入力された切替え信号の指示に無関係にスイッ
チをオフに切替え、抵抗回路の両端間に、電圧値が所定電圧値よりも高い電圧が印加され
る。この電圧の印加は、切替え信号の指示がオンへの切替えからオフへの切替えに変更さ
れた場合に停止する。
【００２１】
　本発明に係る給電制御装置は、前記両端電圧値が前記所定電圧値よりも高い場合に前記
給電の停止を示す報知信号を出力する信号出力部を備えることを特徴とする。
【００２２】
　本発明にあっては、両端電圧値が所定電圧値以上となった場合、報知信号が出力され、
電線を介した給電の停止が報知される。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、スイッチをオフからオンに切替えた直後において突入電流が電線を流
れることを許容しつつ、過電流による電線の著しい性能劣化を確実に防止することができ
る。更に、抵抗回路の両端間の両端電圧値に基づいて、電線を流れる電流値に係る演算と
、スイッチのオフの検知とを行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施の形態１における電源システムの要部構成を示すブロック図である。
【図２】抵抗回路の作用の説明図である。
【図３】給電制御装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図４】実施の形態２における電源システムの要部構成を示すブロック図である。
【図５】給電制御装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１における電源システム１の要部構成を示すブロック図である。電
源システム１は、好適に車両に搭載されており、給電制御装置１０、電線１１、バッテリ
１２及び負荷１３を備える。給電制御装置１０は電線１１の中途に設けられている。電線
１１の一端はバッテリ１２の正極に接続されている。電線１１の他端は負荷１３の一端に
接続されている。バッテリ１２の負極と、負荷１３の他端とは接地されている。給電制御
装置１０には、通信線Ｌ１が更に接続されている。
【００２６】
　負荷１３は、車両に搭載される電気機器、例えばランプである。負荷１３の抵抗値は、
電流の通流が開始される時点において非常に小さく、通流時間が長くなるにつれて上昇す
る。負荷１３には、バッテリ１２から電線１１を介して給電される。電線１１を介したバ
ッテリ１２から負荷１３への給電は給電制御装置１０によって制御される。バッテリ１２
から負荷１３に給電されている場合、負荷１３は作動し、バッテリ１２から負荷１３への
給電が停止している場合、負荷１３は動作を停止する。
【００２７】
　給電制御装置１０には、通信線Ｌ１を介して、負荷１３の作動、又は、負荷１３の動作
の停止を指示する指示信号が入力される。給電制御装置１０は、負荷１３の動作の停止を
指示する指示信号が入力された場合、バッテリ１２から負荷１３への給電を停止する。こ
れにより、負荷１３が動作を停止する。また、給電制御装置１０は、負荷１３の作動を指
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示する指示信号が入力された場合、電線１１を介したバッテリ１２から負荷１３への給電
の停止を解除する。これにより、負荷１３に給電され、負荷１３が作動する。
【００２８】
　給電制御装置１０は、電線１１を流れる電線電流値に係る演算を行う。給電制御装置１
０は、電線１１を流れる電流値、又は、演算結果に基づいて、指示信号の指示に無関係に
、バッテリ１２から負荷１３への給電を停止する。このとき、給電制御装置１０は、指示
信号の指示に無関係に電線１１を介した給電を停止したことを示す報知信号を、通信線Ｌ
１を介して出力する。
【００２９】
　給電制御装置１０は、スイッチ２０、切替え部２１、ＡＮＤ回路２２、電圧出力部２３
、マイクロコンピュータ（以下、マイコンという）２４、反転器２５、保護部２６、報知
部２７、電流出力部２８、コンパレータ２９、直流電源３０及び抵抗回路３１を有する。
スイッチ２０はＮチャネル型のＦＥＴ(Field Effect Transistor)である。抵抗回路３１
は、キャパシタＣ１、第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２を有する。
【００３０】
　切替え部２１、反転器２５及び報知部２７夫々は、１つの入力端と、１つの出力端とを
有する。ＡＮＤ回路２２、電圧出力部２３及び保護部２６夫々は、２つの入力端と、１つ
の出力端とを有する。電流出力部２８は１つの出力端を有する。コンパレータ２９は、プ
ラス端子、マイナス端子及び出力端子を有する。
【００３１】
　スイッチ２０は電線１１の中途に設けられている。スイッチ２０のドレインは、電線１
１を介してバッテリ１２の正極に接続されている。スイッチ２０のソースは、電線１１を
介して負荷１３の一端に接続されている。スイッチ２０のゲートは切替え部２１の出力端
に接続されている。切替え部２１の入力端はＡＮＤ回路２２の出力端に接続されている。
ＡＮＤ回路２２の一方の入力端は、電圧出力部２３の出力端に接続されている。電圧出力
部２３の一方の入力端はマイコン２４に接続されている。
【００３２】
　ＡＮＤ回路２２の他方の入力端は、反転器２５の出力端に接続されている。反転器２５
の入力端は、電圧出力部２３の他方の入力端と、保護部２６の出力端と、報知部２７の入
力端とに接続されている。保護部２６の一方の入力端は、電圧出力部２３の一方の入力端
に接続されている。報知部２７の出力端は、マイコン２４と、電流出力部２８の出力端と
、コンパレータ２９のプラス端子と、抵抗回路３１が有する第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ
２夫々の一端とに接続されている。コンパレータ２９のマイナス端子には直流電源３０の
正極が接続されている。直流電源３０の負極は接地されている。コンパレータ２９の出力
端子は、保護部２６の他方の入力端に接続されている。抵抗回路３１では、第２抵抗Ｒ２
の他端はキャパシタＣ１の一端に接続されている。第１抵抗Ｒ１及びキャパシタＣ１夫々
の他端は接地されている。マイコン２４は、更に、通信線Ｌ１が接続されている。
【００３３】
　以上のように、抵抗回路３１では、第１抵抗Ｒ１に第２抵抗Ｒ２及びキャパシタＣ１の
直列回路が並列に接続されている。第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２夫々の一端は、抵抗回
路３１の一端に相当し、第１抵抗Ｒ１及びキャパシタＣ１夫々の他端は、抵抗回路３１の
他端に相当する。
　なお、キャパシタＣ１及び第２抵抗Ｒ２の接続位置は反対であってもよい。
【００３４】
　スイッチ２０について、ゲートの電圧値が一定電圧値以上である場合、電流がスイッチ
２０のドレイン及びソース間が流れることが可能である。このとき、スイッチ２０はオン
である。スイッチ２０について、ゲートの電圧値が一定電圧値未満である場合、電流がス
イッチ２０のドレイン及びソース間に流れることはない。このとき、スイッチ２０はオフ
である。
【００３５】
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　切替え部２１は、スイッチ２０のゲートの電圧値を調整することによって、スイッチ２
０をオン又はオフに切替える。切替え部２１がスイッチ２０をオンに切替えた場合、電線
１１を介して、バッテリ１２から負荷１３に給電され、負荷１３が作動する。切替え部２
１がスイッチ２０をオフに切替えた場合、電線１１を介して、バッテリ１２から負荷１３
への給電が停止され、負荷１３は動作を停止する。
【００３６】
　マイコン２４は、電圧出力部２３及び保護部２６夫々の一方の入力端に、スイッチ２０
のオン又はオフへの切替えを指示する切替え信号を出力している。切替え信号はハイレベ
ル電圧及びローレベル電圧によって構成される。切替え信号のハイレベル電圧は、スイッ
チ２０のオンへの切替えが指示されていることを示し、切替え信号のローレベル電圧は、
スイッチ２０のオフへの切替えが指示されていることを示す。
　電圧出力部２３及び保護部２６は、切替え信号が入力される入力部として機能する。
【００３７】
　電圧出力部２３の他方の入力端には、保護部２６の出力端からハイレベル電圧又はロー
レベル電圧が入力されている。電圧出力部２３は、ハイレベル電圧又はローレベル電圧を
、出力端からＡＮＤ回路２２の一方の入力端に出力している。
【００３８】
　保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わってから
所定時間が経過するまでの初期期間を除く他の期間においては、電圧出力部２３は、切替
え信号が示す電圧に従って、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧をハイレベル電圧又はロ
ーレベル電圧に切替える。従って、電圧出力部２３は、切替え信号が示す電圧がハイレベ
ル電圧に切替わった場合、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧をハイレベル電圧に切替え
、切替え信号が示す電圧がローレベル電圧に切替わった場合、ＡＮＤ回路２２に出力して
いる電圧をハイレベル電圧に切替える。
【００３９】
　保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった場合
、電圧出力部２３は、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧をローレベル電圧に切替える。
電圧出力部２３は、初期期間中、切替え信号の指示に無関係にローレベル電圧を出力し続
ける。
【００４０】
　給電制御装置１０は、例えばタイマを更に有し、電圧出力部２３は、タイマを用いて、
初期期間中、ローレベル電圧を出力し続ける構成を実現する。具体的には、電圧出力部２
３は、保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった
場合、タイマに指示して、計時を開始させる。電圧出力部２３は、タイマの計時時間が所
定時間以上となるまで、ローレベル電圧を出力し続ける。タイマの計時時間が所定時間以
上となった場合、電圧出力部２３は、タイマに指示して、計時を終了させ、切替え信号が
示す電圧に従って、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧をハイレベル電圧又はローレベル
電圧に切替える。
【００４１】
　保護部２６の他方の入力端には、コンパレータ２９の出力端子からハイレベル電圧又は
ローレベル電圧が入力されている。保護部２６は、出力端から、電圧出力部２３の他方の
入力端と、反転器２５の入力端と、報知部２７の入力端とにハイレベル電圧又はローレベ
ル電圧を出力している。
　保護部２６は、コンパレータ２９から入力されている電圧がローレベル電圧からハイレ
ベル電圧に切替わった場合、電圧出力部２３、反転器２５及び報知部２７夫々に出力して
いる電圧をハイレベル電圧に切替える。また、保護部２６は、切替え信号が示す電圧がハ
イレベル電圧からローレベル電圧に切替わった場合、電圧出力部２３、反転器２５及び報
知部２７夫々に出力している電圧をローレベル電圧に切替える。
【００４２】
　反転器２５は、出力端からＡＮＤ回路２２の他方の入力端にハイレベル電圧又はローレ
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ベル電圧を出力している。反転器２５は、保護部２６が出力している電圧がハイレベル電
圧に切替わった場合、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧をローレベル電圧に切替え、保
護部２６が出力している電圧がローレベル電圧に切替わった場合、ＡＮＤ回路２２に出力
している電圧をハイレベル電圧に切替える。
【００４３】
　ＡＮＤ回路２２は、電圧出力部２３及び反転器２５夫々が出力している電圧の少なくと
も一方がローレベル電圧である場合、ローレベル電圧を出力する。更に、ＡＮＤ回路２２
は、電圧出力部２３及び反転器２５が出力している電圧が共にハイレベル電圧である場合
、ハイレベル電圧を出力する。従って、ＡＮＤ回路２２は、反転器２５が出力している電
圧がローレベル電圧である場合、即ち、保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧
である場合、電圧出力部２３が出力している電圧に無関係に、ローレベル電圧を出力する
。同様に、ＡＮＤ回路２２は、電圧出力部２３が出力している電圧がローレベル電圧であ
る場合、反転器２５が出力している電圧、即ち、保護部２６が出力している電圧に無関係
に、ローレベル電圧を出力する。
【００４４】
　また、前述したように作用するＡＮＤ回路２２は、反転器２５が出力している電圧がハ
イレベル電圧である場合、即ち、保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧である
場合、電圧出力部２３が出力している電圧を、出力端から、そのまま切替え部２１の入力
端に出力する。
【００４５】
　切替え部２１は、ＡＮＤ回路２２が出力している電圧がハイレベル電圧に切替わった場
合、スイッチ２０をオンに切替え、ＡＮＤ回路２２が出力している電圧がローレベル電圧
に切替わった場合、スイッチ２０をオフに切替える。
【００４６】
　以上のように構成された給電制御装置１０では、保護部２６がローレベル電圧を出力し
ているローレベル期間の中で、前述した初期期間を除く他の期間中、電圧出力部２３は、
切替え信号が示す電圧をそのままＡＮＤ回路２２に出力し、ＡＮＤ回路２２は、電圧出力
部２３が出力した電圧をそのまま切替え部２１に出力する。このため、切替え部２１は、
マイコン２４が電圧出力部２３及び保護部２６に出力した切替え信号の指示に従って、ス
イッチ２０をオン又はオフに切替える。
【００４７】
　初期期間中、即ち、保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電
圧に切替わってから所定時間が経過するまでの期間中、電圧出力部２３は前述したように
ローレベル電圧を出力し続け、ＡＮＤ回路２２もローレベル電圧を出力し続ける。このた
め、初期期間中、切替え部２１はスイッチ２０をオフに維持する。
【００４８】
　なお、初期期間中に保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧からハイレベル電
圧に切替わることはない。
　スイッチ２０がオフである場合、コンパレータ２９が保護部２６に出力している電圧が
ローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わることはない。保護部２６が出力している電
圧がローレベル電圧に切替わってから所定時間が経過するまでの間、電圧出力部２３はロ
ーレベル電圧を出力し続けており、切替え部２１がスイッチ２０をオンに切替えることは
ない。従って、初期期間中に、保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧に切替わ
ることはない。
【００４９】
　保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わった場合
、ＡＮＤ回路２２はローレベル電圧を出力し、切替え部２１は、電圧出力部２３が出力し
ている電圧、即ち、切替え信号が示す電圧に無関係にスイッチ２０をオフに切替える。保
護部２６がハイレベル電圧を出力しているハイレベル期間中、切替え部２１はスイッチ２
０をオフに維持する。



(9) JP 2017-175809 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

【００５０】
　電流出力部２８は、例えば、カレントミラー回路を用いて構成される。電流出力部２８
は、電流値が、電線１１を流れる電線電流値の所定数分の１である電流を抵抗回路３１に
出力する。所定数は例えば４０００である。従って、電流出力部２８が出力する電流の電
流値は、電線電流値の上昇と共に上昇する。電流出力部２８が出力した電流は抵抗回路３
１を流れる。
　抵抗回路３１の両端間の両端電圧値は、マイコン２４と、コンパレータ２９のプラス端
子とに出力される。両端電圧値は、（電線電流値）×（抵抗回路３１の抵抗値）／（所定
数）で表される。
【００５１】
　コンパレータ２９のマイナス端子には、直流電源３０から基準電圧値Ｖｒ１が入力され
ている。基準電圧値Ｖｒ１は、一定値であり、予め決められている。コンパレータ２９は
、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１未満である場合、出力端子からローレベル電圧を保護部
２６の他方の入力端に出力し、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１以上である場合、出力端子
からハイレベル電圧を保護部２６の他方の入力端に出力する。
【００５２】
　両端電圧値は電線電流値の上昇と共に上昇する。両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１以上と
なった場合、コンパレータ２９は、保護部２６に出力している電圧をローレベル電圧から
ハイレベル電圧に切替える。これにより、保護部２６は、電圧出力部２３、反転器２５及
び報知部２７に出力している電圧をローレベル電圧からハイレベル電圧に切替える。結果
、ＡＮＤ回路２２は、電圧出力部２３が出力している電圧に無関係にローレベル電圧を出
力し、切替え部２１はスイッチ２０をオフに切替える。これにより、電線電流値と、電流
出力部２８が出力している電流値とは略ゼロＡとなる。
【００５３】
　以上のように、保護部２６は、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１以上となった場合、切替
え部２１にスイッチ２０をオフに切替えさせ、電線１１に過電流が流れることを防止し、
電線１１を著しい性能劣化から保護する。
【００５４】
　両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１以上となることは、電線電流値が、（基準電圧値Ｖｒ１
）×（所定数）／（抵抗回路３１の抵抗値）で表される電流閾値以上となることを意味す
る。電流閾値は、抵抗回路３１の抵抗値が小さい程大きい。
【００５５】
　図２は抵抗回路３１の作用の説明図である。図２には、スイッチ２０のオン及びオフの
推移と、電線電流値の推移と、電線電流値の電流閾値の推移とが示されている。図２にお
いて横軸は時間を表す。
　抵抗回路３１の抵抗値はキャパシタＣ１に蓄えられている電力に依存する。切替え部２
１がスイッチ２０をオフに維持しており、かつ、キャパシタＣ１に電力が蓄えられていな
い場合、キャパシタＣ１は導線のように作用するため、抵抗回路３１の抵抗値は、並列に
接続された第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２の合成抵抗値であり、最小値である。このため
、電流閾値は最も大きい。
【００５６】
　切替え部２１がスイッチ２０をオフからオンに切替えた場合、電流が、電線１１を介し
てバッテリ１２から負荷１３に流れ、電流出力部２８から電流が抵抗回路３１に出力され
る。これにより、抵抗回路３１のキャパシタＣ１に電力が蓄えられ、抵抗回路３１の抵抗
値が上昇し、電流閾値が低下する。キャパシタＣ１の両端間の電圧値が第１抵抗Ｒ１の両
端間の電圧値が一致した場合、キャパシタＣ１に電力が更に蓄えられることはなく、電流
出力部２８が出力した全ての電流は第１抵抗Ｒ１を流れる。このとき、抵抗回路３１の抵
抗値は、最大であり、抵抗回路３１の抵抗値の最大値は第１抵抗Ｒ１の抵抗値である。
【００５７】
　負荷１３の抵抗値は、前述したように、電流の通流が開始される時点において非常に小
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さく、通流時間が長くなるにつれて上昇する。このため、切替え部２１がスイッチ２０を
オフからオンに切替えた直後において、電線１１を突入電流が流れ、電線１１を流れる電
流値が一時的に上昇する。切替え部２１がスイッチ２０をオフからオンに切替えた直後に
おいては、電流閾値は十分に大きい。このため、電線１１を突入電流が流れた場合であっ
ても、抵抗回路３１の両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１以上となることはなく、切替え部２
１はスイッチ２０をオフに切替えることはない。このように、切替え部２１がスイッチ２
０をオフからオンに切替えた直後において突入電流が流れることが許容される。
【００５８】
　前述したように、抵抗回路３１において、第１抵抗Ｒ１の両端間の電圧値がキャパシタ
Ｃ１の電圧値と一致している場合、電流は第１抵抗Ｒ１のみを流れる。このとき、抵抗回
路３１の抵抗値は、第１抵抗Ｒ１の抵抗値と一致しており、最大値である。抵抗回路３１
の抵抗値が第１抵抗Ｒ１の抵抗値と一致している場合、電流閾値は、最も小さく、突入電
流の電流値未満である。電線電流値が電流閾値以上となった場合、切替え部２１はスイッ
チ２０をオフに切替える。
【００５９】
　例えば、第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２夫々の抵抗値が４ｋΩであり、基準電圧値Ｖｒ
１及び所定数が５Ｖ及び１０００であると仮定する。キャパシタＣ１に電力が蓄えられて
いない場合、抵抗回路３１の抵抗値は、並列に接続された第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２
の合成抵抗値であるので、２ｋΩである。このとき、電流閾値は２．５Ａ（＝５×１００
０／２０００）である。第１抵抗Ｒ１の両端間の電圧値がキャパシタＣ１の両端間の電圧
値と一致している場合、抵抗回路３１の抵抗値は、第１抵抗Ｒ１の抵抗値であるので、４
ｋΩである。このとき、電流閾値は１．２５Ａ（＝５×１０００／４０００）である。
【００６０】
　従って、キャパシタＣ１に電力が蓄えられていない状態でスイッチ２０がオフからオン
に切替わった場合、時間の経過と共に、電流閾値が２．５Ａから１．２５Ａに徐々に低下
する。電流閾値が１．２５Ａとなった後においては、スイッチ２０がオフに切替わってキ
ャパシタＣ１が放電しない限り、電流閾値は低下することなく、１．２５Ａに維持される
。
【００６１】
　このように、電線１１に突入電流が流れた後においては、スイッチ２０がオンからオフ
に切替わってキャパシタＣ１が放電しない限り、電流閾値は最小値に維持されている。突
入電流が電線１１を流れた後において電流閾値が低下するので、過電流による電線の著し
い性能劣化が確実に防止される。
　保護部２６がローレベル電圧を出力している状態でスイッチ２０がオンからオフに切替
わった場合、電線電流値はゼロＡとなり、キャパシタＣ１は放電する。このとき、電流は
、キャパシタＣ１の一端から第２抵抗Ｒ２及び第１抵抗Ｒ１の順に流れ、キャパシタＣ１
の他端に戻る。キャパシタＣ１に蓄えられている電力が低下するにつれて、電流閾値が上
昇する。
【００６２】
　前述したように、図１に示すコンパレータ２９が出力している電圧がローレベル電圧か
らハイレベル電圧に切替わった場合、保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧か
らハイレベル電圧に切替わり、切替え部２１はスイッチ２０をオフに切替え、電流出力部
２８が出力している電流値は略ゼロＡとなる。
【００６３】
　保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わった場合
、報知部２７は、電圧値が基準電圧値Ｖｒ１よりも高い電圧を抵抗回路３１の両端間に印
加する。このとき、両端電圧値は、報知部２７が抵抗回路３１の両端間に印加した電圧の
電圧値Ｖｎと略一致する。電圧値Ｖｎは、一定値であり、予め決められている。電圧値Ｖ
ｎは、具体的には、報知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加していない場合にお
ける抵抗回路３１の両端間の両端電圧値の最大値よりも高い。
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　報知部２７は、抵抗回路３１と同様に接地されているため、抵抗回路３１の両端間に電
圧値Ｖｎの電圧を印加することが可能である。報知部２７の接地の図示について省略して
いる。
【００６４】
　マイコン２４は、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１よりも高い場合、切替え信号が示す電
圧に無関係に切替え部２１がスイッチ２０をオフに切替えたことを検知する。
　報知部２７は、電圧値が電圧値Ｖｎである電圧を抵抗回路３１の両端間に印加すること
によって、切替え信号が示す電圧に無関係に切替え部２１がスイッチ２０をオフに切替え
たことを報知する。
　なお、保護部２６がハイレベル電圧を出力している間、報知部２７が電圧を抵抗回路３
１の両端間に印加しているため、キャパシタＣ１が放電することはなく、抵抗回路３１の
抵抗値は大きい状態である。
【００６５】
　マイコン２４は、報知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加していない場合、両
端電圧値に基づいて、電線電流値に係る演算を行う。具体的には、マイコン２４は、電線
電流値又は電線１１の温度値等を演算する。
　以上のように、マイコン２４は、両端電圧値に基づいて、前述したスイッチ２０のオフ
の検知と、電線電流値に係る演算とを行うことができる。
【００６６】
　マイコン２４には、通信線Ｌ１を介して指示信号が入力される。マイコン２４は、入力
された指示信号の指示と、演算結果とに基づいて、切替え信号が示す電圧をハイレベル電
圧又はローレベル電圧に切替える。
【００６７】
　マイコン２４は、演算結果に基づいて、指示信号の指示に無関係にスイッチ２０をオフ
に切替えるべきか否かを判定する。マイコン２４は、指示信号の指示に無関係にスイッチ
２０をオフに切替えるべきと判定した場合、切替え信号が示す電圧をローレベル電圧に切
替える。これにより、電圧出力部２３及びＡＮＤ回路２２は共にローレベル電圧を出力し
、切替え部２１はスイッチ２０をオフに切替える。
【００６８】
　指示信号の指示に無関係にスイッチ２０をオフに切替えるべきではないとマイコン２４
が判定した場合においては、マイコン２４は、指示信号が負荷１３の作動を指示している
とき、切替え信号が示す電圧をハイレベル電圧に切替え、指示信号が負荷１３の動作の停
止を指示しているとき、切替え信号が示す電圧をローレベル電圧に切替える。
【００６９】
　マイコン２４は、指示信号の指示に無関係にスイッチ２０をオフに切替えるべきと判定
した場合、及び、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１よりも高いと判定した場合夫々において
、指示信号の指示に無関係に電線１１を介した給電を停止したことを示す報知信号を、通
信線Ｌ１を介して出力する。マイコン２４は信号出力部として機能する。
　両端電圧値はマイコン２４の１つの端子に入力され、マイコン２４は、共通の端子に入
力された両端電圧値に基づいて、電線電流値に係る演算と、報知信号の出力とを行う。
【００７０】
　報知信号は、通信線Ｌ１に接続されている図示しない装置に入力される。この装置は、
報知信号が入力された場合、ランプの点灯、又は、メッセージの表示等を行うことによっ
て、指示信号に無関係に電線１１を介した給電が停止したことを報知する。
　なお、報知信号に、指示信号の指示に無関係に給電を停止した主体がマイコン２４であ
るか、又は、保護部２６であるかを示す情報が含まれていてもよい。この情報に基づいて
、ランプの点灯パターン、又は、メッセージの内容等を変更してもよい。
【００７１】
　図３は、給電制御装置１０の動作を説明するためのタイミングチャートである。図３に
は、切替え信号が示す電圧の推移、電圧出力部２３が出力している電圧の推移、スイッチ
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２０のオン及びオフの推移、コンパレータ２９が出力している電圧の推移、保護部２６が
出力している電圧の推移、報知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加しているか否
かの推移、両端電圧値の推移が示されている。各推移の横軸は時間である。
　図３では、ハイレベル電圧を「Ｈ」で示し、ローレベル電圧を「Ｌ」で示している。報
知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加していることを「Ｙ」で示し、報知部２７
が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加していないことを「Ｎ」で示している。
【００７２】
　保護部２６がローレベル電圧を出力している状態で、切替え信号がハイレベル電圧を示
す場合、電圧出力部２３はハイレベル電圧を出力し、切替え部２１はスイッチをオンに切
替えている。両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１未満である場合、コンパレータ２９はローレ
ベル電圧を出力しているため、保護部２６はローレベル電圧を出力し続け、報知部２７は
電圧を出力していない。
【００７３】
　異常の発生により、電線電流値が上昇した場合、両端電圧値も上昇する。両端電圧値が
、基準電圧値Ｖｒ１未満の電圧値から基準電圧値Ｖｒ１以上となった場合、コンパレータ
２９が出力している電圧はローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わり、保護部２６が
出力している電圧もローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わる。これにより、ＡＮＤ
回路２２は、切替え信号が示す電圧、及び、電圧出力部２３が出力している電圧に無関係
にローレベル電圧を出力し、切替え部２１は、マイコン２４が電圧出力部２３及び保護部
２６に出力した切替え信号が示す指示に無関係にスイッチ２０をオフに切替える。これに
より、電線電流値と、電流出力部２８が出力している電流値とは略ゼロＡとなる。
【００７４】
　保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わった場合
、報知部２７は電圧を抵抗回路３１の両端間に印加する。これにより、両端電圧値は、基
準電圧値Ｖｒ１から、報知部２７が抵抗回路３１の両端間に印加している電圧値Ｖｎまで
上昇する。従って、スイッチ２０がオフに切替わって電線電流値が略ゼロＡとなった後に
おいても、コンパレータ２９が出力している電圧はハイレベル電圧に維持される。前述し
たように、マイコン２４は、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１よりも高い場合、報知信号を
、通信線Ｌ１を介して出力する。報知部２７は電圧印加部として機能する。
【００７５】
　負荷１３の動作の停止を示す指示信号がマイコン２４に入力されて切替え信号が示す電
圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わるまで、保護部２６はハイレベル電圧を
出力し続ける。このため、スイッチ２０はオフに維持され、報知部２７は電圧を出力し続
け、両端電圧値は電圧値Ｖｎに維持される。保護部２６がハイレベル電圧を出力しており
、かつ、切替え信号がハイレベル電圧を示しているので、電圧出力部２３はハイレベル電
圧を出力している。
【００７６】
　マイコン２４が電圧出力部２３及び保護部２６に出力している切替え信号が示す電圧が
ハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった場合、前述したように、保護部２６が出
力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わる。これにより、電圧出力
部２３が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わると共に、報知
部２７は、抵抗回路３１の両端間への電圧の印加を停止する。電圧出力部２３がローレベ
ル電圧を出力しているので、スイッチ２０は依然としてオフである。
【００７７】
　保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧に切替わってから、即ち、報知部２７
が電圧の印加を停止してから、所定時間が経過するまで、電圧出力部２３はローレベル電
圧を出力し続け、切替え部２１は、切替え信号の指示に無関係にスイッチ２０をオフに維
持する。
　図３に示すように、所定時間が経過するまで、切替え信号がハイレベル電圧を示す場合
であっても、電圧出力部２３はローレベル電圧を出力し、スイッチ２０はオフに維持され
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ている。
【００７８】
　報知部２７が電圧の印加を停止してから所定時間が経過するまで、スイッチ２０はオフ
に維持されるため、電線１１に電流が流れておらず、電流出力部２８は電流を出力してい
ない。このため、抵抗回路３１では、報知部２７が電圧の印加を停止してからキャパシタ
Ｃ１は放電を開始し、両端電圧値が電圧値Ｖｎから徐々に低下する。所定時間は、キャパ
シタＣ１の放電によって、両端電圧値Ｖｎが基準電圧値Ｖｒ１未満となるために必要な時
間よりも長い時間に設定されている。
　コンパレータ２９は、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ１未満となった場合、保護部２６に
出力している電圧をハイレベル電圧からローレベル電圧に切替える。
【００７９】
　所定時間が経過した時点では、電圧出力部２３、保護部２６及びコンパレータ２９はロ
ーレベル電圧を出力しており、スイッチ２０はオフであり、報知部２７は電圧の印加を停
止しており、両端電圧値は基準電圧値Ｖｒ１未満である。
　このため、電線電流値が電流閾値未満であるにも関わらず、両端電圧値が基準電圧値Ｖ
ｒ１以上であるために、切替え部２１が誤ってスイッチ２０をオフに切替えることはない
。
【００８０】
　所定時間が経過した後、電圧出力部２３は、切替え信号が示す電圧に従って、ＡＮＤ回
路２２に出力している電圧を切替え、切替え部２１は、切替え信号の指示に従ってスイッ
チ２０をオン又はオフに切替える。図３に示すように、切替え信号が示す電圧がハイレベ
ル電圧に切替わった場合、電圧出力部２３がＡＮＤ回路２２に出力している電圧がハイレ
ベル電圧に切替わり、スイッチ２０がオンに切替わる。これにより、抵抗回路３１の両端
間の両端電圧値は、徐々に上昇する。切替え信号が示す電圧がローレベル電圧に切替わっ
た場合、電圧出力部２３がＡＮＤ回路２２に出力している電圧がローレベル電圧に切替わ
り、スイッチ２０がオフに切替わる。これにより、抵抗回路３１の両端間の両端電圧値は
、徐々に低下する。
【００８１】
（実施の形態２）
　実施の形態１では、報知部２７が電圧の印加を停止してから所定時間が経過するまでス
イッチ２０をオフに維持することによって、両端電圧値を、基準電圧値Ｖｒ１未満である
電圧値に低下させた。両端電圧値を、基準電圧値Ｖｒ１未満である電圧値に低下させる構
成は、所定時間が経過するまでスイッチ２０をオフに維持する構成に限定されない。
　以下では、実施の形態２について、実施の形態１と異なる点を説明する。後述する構成
を除く他の構成については、実施の形態１と共通しているため、実施の形態１と共通する
構成部には実施の形態１と同一の参照符号を付してその説明を省略する。
【００８２】
　図４は実施の形態２における電源システム１の要部構成を示すブロック図である。実施
の形態２における電源システム１に関しては、実施の形態１における電源システム１と比
較して、給電制御装置１０の構成が異なる。
【００８３】
　実施の形態２における給電制御装置１０は、実施の形態１における給電制御装置１０が
有する構成部に加えて、コンパレータ４０及び直流電源４１を有する。コンパレータ４０
は、コンパレータ２９と同様に、プラス端子、マイナス端子及び出力端子を有する。実施
の形態２における電圧出力部２３は、３つの入力端と、１つの出力端とを有する。
【００８４】
　電圧出力部２３の１つ目及び２つ目の入力端夫々は、実施の形態１と同様に、マイコン
２４と、保護部２６の出力端とに接続されている。電圧出力部２３の３つ目の入力端はコ
ンパレータ４０の出力端子に接続されている。コンパレータ４０のプラス端子は、抵抗回
路３１の第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２夫々の一端に接続されている。コンパレータ４０
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のマイナス端子は、直流電源４１の正極に接続されている。直流電源４１の負極は接地さ
れている。
【００８５】
　コンパレータ４０のプラス端子には、抵抗回路３１の両端間の両端電圧値が入力される
。コンパレータ４０のマイナス端子には、直流電源４１から第２の基準電圧値Ｖｒ２が入
力されている。第２の基準電圧値Ｖｒ２は、一定値であり、予め決められている。第２の
基準電圧値Ｖｒ２は、基準電圧値Ｖｒ１未満であり、電線電流値が定常状態にある場合に
おける両端電圧値よりも高い。
【００８６】
　コンパレータ４０は、両端電圧値が第２の基準電圧値Ｖｒ２未満である場合、出力端子
からローレベル電圧を電圧出力部２３の３つ目の入力端に出力し、両端電圧値が第２の基
準電圧値Ｖｒ２以上である場合、出力端子からハイレベル電圧を電圧出力部２３の３つ目
の入力端に出力する。
【００８７】
　前述したように、第２の基準電圧値Ｖｒ２は基準電圧値Ｖｒ１よりも低い。このため、
コンパレータ２９がハイレベル電圧を出力している場合、コンパレータ４０もハイレベル
電圧を出力している。実施の形態１で述べたように、コンパレータ２９が出力している電
圧がローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わった場合、保護部２６が出力している電
圧がローレベル電圧からハイレベル電圧に切替わる。また、切替え信号が示す電圧がハイ
レベル電圧からローレベル電圧に切替わった場合、保護部２６が出力している電圧はハイ
レベル電圧からローレベル電圧に切替わる。
【００８８】
　電圧出力部２３は、実施の形態１と同様に、保護部２６が出力している電圧がハイレベ
ル電圧からローレベル電圧に切替わった場合、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧をロー
レベル電圧に切替える。電圧出力部２３は、保護部２６が出力している電圧がローレベル
電圧に切替わってから、コンパレータ４０が出力している電圧がローレベル電圧に切替わ
るまで、切替え信号の指示に無関係にローレベル電圧を出力し続ける。
【００８９】
　保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧に切替わってから、コンパレータ４０
が出力している電圧がローレベル電圧に切替わるまでの期間を除く他の期間においては、
電圧出力部２３は、切替え信号が示す電圧に従って、ＡＮＤ回路２２に出力している電圧
をハイレベル電圧又はローレベル電圧に切替える。
【００９０】
　図５は、給電制御装置１０の動作を説明するためのタイミングチャートである。図５に
は、切替え信号が示す電圧の推移、電圧出力部２３が出力している電圧の推移、スイッチ
２０のオン及びオフの推移、コンパレータ２９，４０が出力している電圧の推移、保護部
２６が出力している電圧の推移、報知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加してい
るか否かの推移、両端電圧値の推移が示されている。各推移の横軸は時間である。
　図５でも、図３と同様に、ハイレベル電圧を「Ｈ」で示し、ローレベル電圧を「Ｌ」で
示している。報知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加していることを「Ｙ」で示
し、報知部２７が電圧を抵抗回路３１の両端間に印加していないことを「Ｎ」で示してい
る。
【００９１】
　図５に示す実施の形態２における給電制御装置１０の動作に関しては、図３に示す実施
の形態１における給電制御装置１０の動作と比較して、保護部２６が出力している電圧が
ハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった場合における電圧出力部２３の動作が異
なる。
【００９２】
　コンパレータ４０は、両端電圧値が、第２の基準電圧値Ｖｒ２未満である電圧値から第
２の基準電圧値Ｖｒ２以上となった場合、電圧出力部２３に出力している電圧がローレベ
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ル電圧からハイレベル電圧に切替わる。図５に示すように、保護部２６が出力している電
圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった時点、即ち、両端電圧値が基準電圧
値Ｖｒ１以上となった時点では、コンパレータ４０はハイレベル電圧を出力している。
【００９３】
　保護部２６が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった場合
、電圧出力部２３が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わると
共に、報知部２７は、抵抗回路３１の両端間への電圧の印加を停止する。電圧出力部２３
がローレベル電圧を出力しているので、スイッチ２０は依然としてオフである。
【００９４】
　保護部２６が出力している電圧がローレベル電圧に切替わってから、即ち、報知部２７
が電圧の印加を停止してから、コンパレータ４０が出力している電圧がローレベル電圧に
切替わるまで、電圧出力部２３はローレベル電圧を出力し続け、切替え部２１は、切替え
信号の指示に無関係にスイッチ２０をオフに維持する。
　図５に示すように、コンパレータ４０が出力している電圧がローレベル電圧に切替わる
まで、切替え信号がハイレベル電圧を示す場合であっても、電圧出力部２３はローレベル
電圧を出力し、スイッチ２０はオフに維持されている。
【００９５】
　報知部２７が電圧の印加を停止している場合において、スイッチ２０がオフである間、
電線１１に電流が流れておらず、電流出力部２８は電流を出力していないので、抵抗回路
３１では、キャパシタＣ１は放電し、両端電圧値が電圧値Ｖｎから徐々に低下する。
【００９６】
　両端電圧値が第２の基準電圧値Ｖｒ未満となってコンパレータ４０が出力している電圧
がローレベル電圧に切替わった後、電圧出力部２３は、切替え信号が示す電圧に従って、
ＡＮＤ回路２２に出力している電圧を切替え、切替え部２１は、切替え信号の指示に従っ
てスイッチ２０をオン又はオフに切替える。コンパレータ４０が出力している電圧がロー
レベル電圧に切替わった後に実施の形態２における給電制御装置１０が行う図５の動作は
、所定時間が経過した後に実施の形態１における給電制御装置１０が行う図３の動作と同
様である。
【００９７】
　前述したように、第２の基準電圧値Ｖｒ２は基準電圧値Ｖｒ１よりも低い。このため、
コンパレータ４０が出力している電圧がハイレベル電圧からローレベル電圧に切替わった
時点では、両端電圧値は、確実に基準電圧値Ｖｒ１未満である。
　従って、電線電流値が電流閾値未満であるにも関わらず、両端電圧値が基準電圧値Ｖｒ
１以上であるために、切替え部２１が誤ってスイッチ２０をオフに切替えることはない。
【００９８】
　実施の形態２における給電制御装置１０において、両端電圧値を、基準電圧値Ｖｒ１未
満である電圧値に低下させる構成を除く他の構成は、実施の形態１における給電制御装置
１０と同様に構成されている。このため、実施の形態２における給電制御装置１０は、実
施の形態１における給電制御装置１０が奏する効果の中で、報知部２７が電圧の印加を停
止してから所定時間が経過するまで、スイッチ２０をオフに維持することによって得られ
る効果を除く他の効果を同様に奏する。
【００９９】
　なお、実施の形態２において、第２の基準電圧値Ｖｒ２は、電線電流値が定常状態であ
る場合における両端電圧値以下であってもよい。第２の基準電圧値Ｖｒ２は、切替え部２
１が切替え信号の指示に無関係に行っているスイッチ２０のオフの維持を解除したと同時
に、スイッチ２０がオンに切替わった場合であっても、突入電流によって電線電流値が電
流閾値を超えることがない電圧値であればよい。言い換えると、両端電圧値が第２の基準
電圧値Ｖｒ２である場合における電線電流値の電流閾値が突入電流の電流値の最大値より
も大きければよい。
【０１００】
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　なお、実施の形態１，２において、スイッチ２０は、Ｎチャネル型のＦＥＴに限定され
ず、Ｐチャネル型のＦＥＴ、バイポーラトランジスタ又はリレー接点等であってもよい。
【０１０１】
　開示された実施の形態１，２は、全ての点で例示であって制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は上述の説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０　給電制御装置
　１１　電線
　２０　スイッチ
　２１　切替え部
　２３　電圧出力部
　２４　マイコン（信号出力部）
　２６　保護部（入力部）
　２７　報知部（電圧印加部）
　２８　電流出力部
　３１　抵抗回路
　Ｃ１　キャパシタ
　Ｒ１　第１抵抗
　Ｒ２　第２抵抗
　Ｖｒ１　基準電圧値（所定電圧値）
　Ｖｒ２　第２の基準電圧値（第２の所定電圧値）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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